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全日本民医連
糖尿病シンポジウム in 長野

2026年となりました。シンポジウムまであと、10カ月余りです。
第38回糖尿病シンポジウムの開催に向け、現地では準備がいよいよ本格化して
います。企画を少しご紹介します。
今年の基調講演では、京都大学大学院医学研究科社会的インパクト評価学講座
特定准教授・西岡大輔先生をお迎えし、全日本民医連糖尿病チームで取り組ん
できた「40歳未満2型糖尿病」後追い調査の最新報告をしていただきます。
若年発症糖尿病のリアルに迫る必聴の講演です。
さらに、ワークショップや分科会、ポスターセッションと、各院所・事業所の
取り組みが共有できる場を設定しています。

3月下旬からは参加集約および演題募集を開始予定です。
皆さまからの演題を、心よりお待ちしています！

今回、ワークショップの紹介と分科会・ポスターセッションの

テーマを公開いたします。

分科会・ポスターセッションワークショップ

●肥満症治療の実践と今後の課題
(企画：長野中央病院)

●糖尿病・認知症患者に対する
多職種連携
(企画：塩尻協立病院)

●糖尿病性腎臓病について(仮)
(企画：健和会病院)

●フットケアを学ぼう
(企画：松本協立病院)

1.ＳＤＨ+アドボカシー活動
2.症例報告
3.薬物療法
4.合併症
5.肥満
6.1型DM
7.療養指導
8.高齢者DM
9.食事・運動療法
10.在宅チーム医療
11.フットケア
12.その他
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